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第 7章では、本研究を振り返り、自分の学びや変化、成長を二つの側面から述べた。
まず、研究の出発点において立てた問い、つまり「中堅大学日本語教師の成長とは何
か」についての私の理解を紹介した。 
そもそも、現場にいた私は中堅教師の成長＝知識の熟達や教授法の熟練だと思ってい
た。そのため様々な教師研修会に参加した。しかし、いつも不全感が残った。私は、高
度な学問の修得によってはじめて局面の打開ができ、自分の教師としての成長を図るこ
ができると考えて、楓大学の博士コースに進学した。楓大学で所属することになった「D
ゼミ」では高度な学問の修得はできなかった。しかし、そこで、「持続可能な生き方を
追求する言語教育」を経験し、専門知識の熟知や教授法の熟練に重点を置く教師研修よ
りも、「Dゼミ」のように、一人一人の教師が当事者として自分が直面している切実な課
題を議論の対象とし、学習者も含めて持続可能な生き方の追求をゴールとして、議論を
闘わせる場を提供する研修の方が中堅教師の成長には意義があることを私は直感した。
本研究を通して、中堅大学日本語教師の問題は教室内の問題に限らず、教室外に拡張
し、そして、教室以外の問題が中堅大学日本語教師の直面している問題の中心になる場
合があることが分かった。従って、中堅大学日本語教師の成長を考えるとき、専門性の
向上に限定せず、教師活動を人間活動に統合すること（ヤンさんが学生と一緒に自分の
持続可能な生き方を考えたように）、そして、女性を対象とする場合、ジェンダーに繋
げて考察する必要があると考える。次に、性別、置かれる文脈の違いによって、教師
個々の違いが際立ってくることが分かった。従って、中堅大学日本語教師向けの教師研
修では、論理・科学モードというより、ナラティブモードの思考が必要である。つま
り、研修では、個々の教師は自分の直面している問題に対して、自ら自分なりの解決法
を作っていくことが大事である。更に、本研究を通して、「秘密の物語」を出し合い話
し合うことが中堅大学日本語教師の成長にとって重要であることが分かった。そこで、
中堅大学日本語教師の成長にあたって、ナラティブモード思考の上で、「秘密な物語」
を言える場を提供することが大事だと考える。最後に教師の全面的な成長を実現すると
き、「つながりの可視化」がキーワードになる。従って、中堅教師にとって、つながり
を見える目を養うことが大事だと考える。 
次に、研究方法に対する私の理解を紹介した。最後に本研究から得られた示唆を述
べ、本研究の限界と今後の課題を提示した。 
 
 
